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施設名

演題名
小児リハの質を向上したい！

～訪問時のスタッフ不安軽減を目指して～

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

小児リハへの不安を軽減することで、リハの質の向上へ繋げる。

分類

チーム名

活動回数

リーダー名
（職種）

活動期間

23 回

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

発表者（職種）

（指　標）全スタッフが不安軽減したと実感できる。

（目標値）１００％

一次対策として  ①行程表の修正と利用者情報シートの作成
                     ②フェイスシートとチェックシートの作成
                     ③症例検討会と勉強会の実施
を行った。中間点検後、二次対策として
                     ④外部講師との同行と伝達講習を行った。

（実施前）全スタッフが不安を感じている。

（実施後）全スタッフが不安軽減したと実感した。

知識・経験を補い、情報共有の場を設けるため月１回の勉強会・症例検討会を継続して行う。外部講師との同
行訪問を継続し、スタッフ間で払拭できない課題はエキスパートから指導をいただくことで抜本的解決を図る。

高
たかはし

橋　ひろみ　（ 理学療法士 ）ひまわり訪問看護ステーション

①診断・治療･ケアの質の向上をめざすもの

①診療部門

平成 29 年 4 月 ～ 平成 30 年 1 月

取り組種別 問題解決型

高橋　仁　（ 作業療法士 ）

清水　緑 理学療法士

小笠原　由希絵 作業療法士

菊地　雄一 作業療法士

作業療法士

理学療法士高橋　ひろみ

水野　ユリカ 作業療法士

不安軽減戦隊　ひまわりレンジャー

①職場単位の活動

②複数の職場が連携した活動 高橋　仁
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【現状把握】

【目標設定】

【要因解析】

平成29年9月末までに

小児リハへの不安が軽減したと実感できる割合を100％にする

平成29年9月末までに

小児リハへの不安が軽減したと実感できる割合を100％にする
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【対策の立案】

【対策の実施】

利用者情報

シート作成
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【中間点検】 平成29年10月時点

【追加対策】 【効果の確認】
【追加対策】 【効果の確認】

【標準化と管理の定着】

【反省と今後の進め方】

不安が軽減したと実感できた割合 ： 100％

○無形効果

・スタッフに前向きな意識変化が見られた

・他事務所のスタッフと相談しやすくなった

○波及効果

・利用者満足度向上に繋がった


